
 

アマチュア無線 紹介冊子 

アマチュア無線のコンテストって何だ？ 
 

 

１．アマチュア無線って何？ 

２．コンテストって電波を使ったゲーム 

３．コンテストはこんな感じでやるのだ 

４．無線部に入部して一緒に楽しもう！ 

 

付録 

Ａ．どうして地球の裏側と交信できるの？ 

Ｂ．アンテナは無線の命 

Ｃ．電波をより遠くに飛ばすには 

Ｄ．アマチュア無線の免許を取ろう 

 

 

ＪＡ１ＺＬＯ 東京大学アマチュア無線クラブ 



１． アマチュア無線って何？ 

アマチュア無線は携帯電話が出る前、知り合いと無料で話せるツールとして爆

発的に普及していましたが、今や携帯があるのにわざわざアマチュア無線をや

ろうなんて人はいなくなりました。じゃあなんでこの部の人たちはアマチュア

無線なんかやってるの？疑問ですよね。実はアマチュア無線って単なる連絡用

ツールではないんです。連絡は携帯電話でできますが、携帯にはできないいろ

んな遊びができるのです。無線部員もみんな携帯電話やメールで連絡を取りま

す（笑）無線をやるには国から免許をもらい、コールサインと呼ばれる自分専

用のＩＤを使って交信します。駒場のコールサインはＪＡ１ＺＬＯ、本郷には

ＪＡ１ＹＷＸが免許されています。 

 

アマチュア無線は携帯電話のように基地局を経由しないで、

相手同士直接電波が届いてはじめて交信が成立します。ここ

が携帯電話と異なるところです。また電波は広範囲に伝わる

ので不特定多数の人と交信が可能です。知らない人と話して

何が楽しいの？と思われる方も多いと思いますが、これをゲ

ームにしちゃえ！というのが後から述べる「コンテスト」で

す。アマチュア無線にはコンテスト以外にもいろいろ楽しみ

があります。たとえば海外の人と交信して、どこどこの国と

交信できた！これで２００カ国と交信できた、と国の数を増

やして楽しむ人や（なぜ地球の裏まで電波が飛んでいくのか

は付録で説明します）、日本国内で言えば、どこどこ市と交信

できた！目標は日本全国にある６００以上の市と交信するこ

と、と目標を決めて楽しんでいる人も大勢います。このよう

に国、市、郡、区などの数や交信した相手の数などにより賞

状をもらうことができます。他には、電波を月に向けて発射

して、反射波によって遠くの人と交信するマニアな人、無線

機にパソコンをつないでディジタル通信をする人、モールス

符号で交信する人、電子工作が好きでいろいろ作って無線機

につないで遊ぶ人等などなど・・これ以外にも数え切れない

くらいの遊び方があります。私たちアマチュア無線クラブで

は「コンテスト」を中心に活動していますが、こんなことや

りたい！という気持ちがあればなんでも挑戦できるのがアマ

チュア無線の魅力ですね。一生かけても遊びきれない魅力が

詰まっています。 

ハンディー 
トランシーバー 



２．コンテストって電波を使ったゲーム 

アマチュア無線の楽しみ方のひとつにコンテストがあることは先ほど書いたと

おりですが、コンテストっていったい何なのでしょうか。普通コンテストとい

うと何かを比べて競いますよね？アマチュア無線のコンテストも同じく無線技

術を競うのですが、何を比較するのかといいますと、単純に得点が高いほうが

勝ちという電波を使ったゲームを行います。ゲームというからにはルールが存

在しますが、コンテストによって少し違いますのでおおまかなルールを書いて

みたいと思います。 

 

Ａ）決められた時間内にどれだけ多くの人と交信できるかを競う 

簡単に言うと、こういうことです。全世界同時に行われる大きなコンテストで

は４８時間、日本国内で最大のものは２４時間、小さなものでは３時間程度の

コンテストもあり、小規模なものを含めるとほぼ毎週末に開催されています。

アマチュア無線クラブでは、年に４回程度の国内コンテスト、２回程度の海外

コンテストに参加していています。第１節に「知らない人と交信して何が楽し

いの？」と書きましたが、単純にたくさんの人と話せばいいだけで、話す内容

も決まっていますので、スピード感が楽しく、初めは嫌々交信していた部員も

ついついはまってしまうことが多いです。なかには無線はちょっと・・という

部員もいますが、無線設備やＬＡＮの調整、ご飯の買出しなどを担当して、部

員一体となってコンテストに参加しています。 

 

Ｂ）広範囲の相手と交信する 

たくさんの人と交信するだけならサルでもできる！？ということで、交信数だ

けでなく、たくさんの地域と交信したほうが高得点になるルールになっていま

す。交信するときにはコンテストナンバーと呼ばれる文字列を相手と交換しま

す。（相手の信号強度）＋（自分のいる地域番号）＋（自分の出力コード）で、

具体的には、「５９１０Ｈ」という感じです。５９は、貴方の信号は強くてよく

聞こえますよという意味、１０は東京を表す県ナンバー、Ｈは出力を表すコー

ドでハイパワーを意味します。得点は（交信した人数）Ｘ（地域数）です。つ

まり、たくさん交信しつつ、いろんな方向へ電波を飛ばして地域数を稼ぐこと

が必要です。地域数とはたとえば都道府県数のことで、東京の人と５、神奈川

の人と２、埼玉の人と１交信できたとすると、８交信Ｘ３地域＝２４点となり

ます。地域数はコンテスト用語では「マルチプライヤー」と呼びます。交信し

た人数は「ＱＳＯ数」と呼ぶこともありますが、言葉はどうでもいいです（笑） 

 



Ｃ）同じ相手とは１回しか交信できない 

普通に考えて、同じ人と２回交信した場合に２人と交信した、とカウントする

のは変ですよね？おっしゃるとおりで、同じ人とは１回しか交信してはいけま

せん。何時間も経てば前に交信した人かどうか忘れちゃうよ・・と思うかもし

れませんが、無線部のＯＢの開発したソフトウェアｚＬｏｇを用いて重複チェ

ックができるので、がむしゃらに交信を楽しむことができて便利です。ｚＬｏ

ｇは今では日本全国のアマチュア無線コンテスターに使用されて絶大な支持を

受けています。 

 

Ｄ）周波数が変われば同じ相手と交信してもＯＫ 

ところで周波数って何？理系の人はピンとくるかもしれませんが、電波には周

波数という、１秒間に何回振幅を繰り返すかを表すパラメータがあります。ア

マチュア無線では、性質の異なるさまざまな周波数帯で電波を出すことが許可

されていて、周波数帯によって電波の飛び方が全く異なります。この話は後に

回すとして、たとえば、７ＭＨｚ帯でＡさんと交信したとします。１交信（Ｑ

ＳＯ）追加です。これで７ＭＨｚ帯ではＡさんとはもう交信できません。次に

２１ＭＨｚでまたＡさんが呼んできました。周波数帯が違うので交信してもＯ

Ｋでさらに１ＱＳＯ追加できます。もしＡさんの地域（マルチプライヤー）が

まだ２１ＭＨｚで無かったら、ＮＥＷマルチプライヤーもｇｅｔできます。周

波数が異なればマルチプライヤーも新たにカウントできます。 

 

Ｅ）１人で参加する部門と、複数人で参加する部門がある 

個人で参加する人はシングルオペレーター部門、私たちのようなクラブが複数

人集まって参加する部門はマルチオペレーター部門です。シングルオペレータ

ーは同時に２つ以上の電波を出すことが禁止されていますが、私たちのような

マルチオペレーターは複数の周波数帯で同時に電波を出すことができます。つ

まり３．５ＭＨｚ，７ＭＨｚ、１４ＭＨｚ・・・の電波を同時に出して交信し

ても良いのです。また２４時間もの長丁場ですからオペレーターは疲れるし眠

くなりますので、交代でオペレート（交信）することができます。オペレート

していない人は休憩したり、食事の準備をしたり、無線機やアンテナのトラブ

ルがあったら対処をします。オペレーターがこれらをしていると電波を止める

ことになり、得点を稼げないのです。 

 

Ｆ）コンテストに参加したら主催者に交信記録（ＬＯＧ）を提出する 

普通のコンテストは主催者に参加申し込みをしてから参加しますよね？アマチ

ュア無線のコンテストでは参加申し込みがいらないので、飛び入り参加も可能



です。途中で用事があったらやめてもいいし、途中参加もＯＫなのでとても気

軽に遊べますが、フルタイムで参加するより得点は低くなってしまいます。私

たちはコンテストに参加するのが目的でやっているので基本的に遅刻早退はあ

りませんよ（笑）コンテストに参加したら参加しましたよ、という証拠（ＬＯ

Ｇ）を主催者に送ります。交信記録はｚＬｏｇでパソコンの中にリアルタイム

に取り込むので、電子メールに貼り付けて送信すればＯＫ！あとは結果を待つ

だけです。結果は数ヵ月後に発表。ちょっと遅いですから気長に待ちましょう。 

入賞していれば全国的に発表され、賞状や楯がもらえます！ 

 

初めてコンテストに参加するときは上位に入るのは難しいのですが、雑誌やｗ

ｅｂに自分のコールサインが載るだけでとても嬉しかったりします（笑） 

 

 

３．コンテストはこんな感じでやるのだ 

ここでは実際にどうやってコンテストに参加するかを紹介します。 

 

１．アンテナを準備する 

コンテストが始まる前にアンテナを準備する必要

があります。アンテナは電波の出入り口ですから無

くてはならないものです。私たちのクラブは半分以

上のアンテナを常設していますので、普段上げてい

ないものを準備すればＯＫです。 

 

２．無線機、パソコンなどをセッティングする 

無線機は学生会館３階の狭い部室（３１０Ａ）にすべてしまわれていますが、

部屋が狭くて３人入ればいっぱいです。そこで時間外申請とともに、会議室の

特別使用申請をし、アマチュア無線クラブが２４時間借り切ってコンテストに

参加します。そのため必要な無線機を会議室

に運んで、配線をする必要があります。「無

線部」という割に「線（ケーブル）」がやた

らと多いので傍から見ているとおかしなも

のです（笑） 

 

３．コンテストに参戦！ 

コンテストで相手と交信するには２つの方法があります。 

八木アンテナ 

無線機 



ａ）参加者に呼んでもらう（ＣＱ） 

自分から「コンテスト参加者、誰か呼んできて！」という意味の「ＣＱコンテ

スト！」をマイクに向かってしゃべります。するとＣＱを聞きつけた参加局は

次々と自分を呼んでくるので、先ほど紹介したコンテストナンバー「５９１０

Ｈ」を送ります。次に呼んできた相手も同様にコンテストナンバーを送ってく

るので聞き取ってｚＬｏｇに入力します。これで１交信成立です。ほんの数十

秒で１交信が終わりますのでとてもスピーディーです。さらにＣＱコンテスト

を叫ぶとさらに誰かが呼んでくるので、同様に交信を続けます。このように相

手に呼ばせる戦法をコンテスト用語でランニング（Ｒｕｎｎｉｎｇ）といいま

す。 

ｂ）ＣＱを出している参加者を探して自分から呼ぶ（Ｓ＆Ｐ） 

先に書いた事の逆です。周波数ダイヤルを回してまだ交信していない参加者を

探してこちらから呼びます。相手からコンテストナンバーを送ってくるのでそ

れをｚＬｏｇに入力し、次にこちらから同様にナンバー送ります。これで１交

信成立です。交信が終了したら先ほどＣＱ出していた人は続いてＣＱを出しま

すので、周波数ダイヤルを回して他の人を探しに回ります。このような戦法を

Ｓ＆Ｐ（Ｓｅｒｃｈ ａｎｄ Ｐｏｕｎｃｅ）と呼びます。探して飛びかかる、

を意味します。 

 

このように常に呼ばれる人、呼ぶ人のペアで交信が進んでいくわけです。 

 

具体的にはこのようなやり取りが行われます。 

・ Ａさん「ＣＱコンテスト こちらは ジュリエット アルファ ワン 

ズルー リマ オスカー ＪＡ１ＺＬＯ コンテストどうぞ」 

・ Ｂさん「ジュリエット インディア ゼロ  ビクター  ウィスキー  リマ  どうぞ」 

・ Ａさん「ＪＩ０ＶＷＬ こんにちは。こちらから５９１０ホテル どうぞ」 

・ Ｂさん「了解です。こちらから５９０９マイク どうぞ」 

・ Ａさん「ありがとうございました。ＣＱコンテスト こちらは・・・」 

 

ＡさんがＣＱを出し、Ｂさんがこれに応答しています。これで１交信です。何

か呪文のような言葉がたくさん出てきましたね。簡単に説明します。 

 

ジュリエット アルファ・・・とは、それぞれＪ、Ａ・・・を表しています。も

うお分かりですね？アルファベットの頭文字を冗長な形で送信しているのです。

なぜこんな面倒な言い方をするかといいますと、信号強度が弱かったり、混信

などでうまく聞き取れない場合でも正確に文字を伝えるために行っています。



たとえば、Ｂ、ＤやＭ、Ｎなんて普通に話していてもどっちがどっちか区別で

きませんね？これをブラボー、デルタ、やマイク、ノベンバーと発音すること

で間違いなく相手に伝えることができるのです。このような表現をフォネティ

ックコードと呼びます。 

 

先の例は、Ａさん（ＪＡ１ＺＬＯ）が５９１０Ｈ（東京のハイパワー局）、 

Ｂさん（ＪＩ０ＶＷＬ）が５９０９Ｍ（長野のミドルパワー局）をそれぞれ送

り、交信が成立した場合です。 

 

 

ｚＬｏｇにはこんな感じで入力します。 

 

Ｅｎｔｅｒで交信が確定します。コールサインとコンテストナンバーをｚＬｏ

ｇにどんどん入力していけばＯＫ。最終的に２４時間で部員全員の合計で１０

００～３０００交信近くできます。 

 

・コールサイン、コンテストナンバー補足 

コールサインは日本では６桁の文字列が割り当てられます。最初の２文字が国

情報、３文字目が地域情報、あとの３文字は申請順にＡＡＡから順に割り当て

られます。初めの二文字ＪＡやＪＩは日本を表しています。ＪＡ～ＪＳと、７

Ｋ、７Ｌ、７Ｍ、７Ｎなどです。３文字目の数字は日本の地域で、０が信越、

１が関東、２が東海、３が関西、４が中国、５が四国、６が九州、７が東北、

８が北海道、９が北陸です。７Ｌなどは数字に関係なく一律関東に割り当てら



れます。これは人口が多いためＪＡ～ＪＳが足りなくなったためです。 

 

信号強度は５９のように２桁の数字を送ります。初めの５は了解度で、１～５

までの数字で表し、よく了解できたら５です。つぎの９は信号強度です。１～

９までの数字で表し、ガツン！と強く入ってきたら９です。しかし、コンテス

トでは一律で５９を送る習慣があります（たまに正確なレポートを送ってくる

人もいる）。これはコンテストナンバー（県ナンバーやパワーコード）を受信す

る以外に労力を費やしたくないためだと考えられます。みんな一律に５９を送

ってくればその部分は気にしなくていいからですね。但し普通の交信ではちゃ

んと５３など正確にレポートを送りましょう。 

 

県ナンバーは、各県それぞれに１つづつ割り当てられています。関東では、東

京１０、神奈川１１、千葉１２、埼玉１３、茨城１４、栃木１５、群馬１６、

山梨１７です。北海道だけは広いので１５の地域に分かれています。 

 

パワーコードは無線機から出る電波の強さによって、Ｈ、Ｍ、Ｌ、Ｐの４段階

に分かれています。５ワット以下がＰ、１０ワット以下がＬ、１００ワット以

下がＭ、１００ワットを超える場合はＨです。ＪＡ１ＺＬＯでは１０００ワッ

トの免許が下りています。もちろんパワーが大きいほど遠くまで良く飛びます

が、大きなパワーをだすには上級の資格が必要です。 

 

４．モールスによる交信 

先に電話による交信方法を示しましたが、モールスでも盛んに交信が行われま

す。交信方法は電話とほとんど同じですので省略します。モールス符号を覚え

たほうが高得点をあげるには有利です。 

 

ｚＬｏｇにはなんと！モールスの送信機能がついています。ボタンを押すだけ

で勝手にＣＱをだしてくれたり、呼んできた相手のコールサインを入力しボタ

ンを押せば勝手に交信してくれる優れものです。モールスをｚＬｏｇに打たせ

ながらご飯を食べたりできるのでとても快適にコンテストができます。近頃で

はコンテストでモールスしかやらない人も増えています。 

 

モールス電信は、電波のＯＮ／ＯＦＦの

タイミングのみで交信するモードなので、

とても弱い電波でも交信することができ

ます。覚えるのはちょっと大変ですが、

縦振れ電鍵 



覚えてしまうと結構簡単で、マイクに向かってしゃべり続けるよりは疲れにく

いと思います。 

 

具体的な符号は、Ａ（・－） Ｂ（－・・・） Ｃ（－・－・）などなどです。 

 

 

４．無線部に入部して一緒に楽しもう！ 

コンテストについて触れましたが、「よくわかんない･･･」という人がほとんど

かもしれません。いろいろごちゃごちゃ書きましたが、コンテストは無線部の

行事の１つで「お祭り」みたいなもので、参加者一人一人が楽しめればそれで

ＯＫです！もし少しでも興味がありましたら、ぜひアマチュア無線クラブに入

部してみてください。設備を工夫して遊べる、既成のインフラを利用している

だけでは味わえない魅力がここにはあります。私たちと一緒にアマチュア無線

を楽しみましょう！ 

 

電波を出すには無線従事者免許が必要ですが、小学生でも取れるほど簡単な資

格です。入部されてからでも遅くはありませんので、思い立ったらまずアマチ

ュア無線クラブへＧＯ！資格取得や交信方法などなど手取り足取りお教えしま

す。わからないことは何でも気軽に聞いてください！私たちが知っていること

でしたらお答えします（笑） 

 

入部希望の方、ちょっとでも興味がある方、まず下記へご連絡を！ 

アマチュア無線クラブへご案内します(^^ 
                           さとし 

新歓担当 ji0vwl@jarl.com 今泉 憲 

 


